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市川地区 
市川のまちづくり 
 

○変則踏切の解消 

 

○3.6.30 の交通量（←3167、→2955） 

○3.4.11 の交通量（↑1806、↓2137） 

 →14号のラダー状道路で、14号に交通量を流す 

 

○市川真間駅西の道路はトランジットモール化、これを軸に

自転車・歩行者道をネットワーク化 

 

○鉄道側道部分などで防災道路の強化 

 

○京成・JR両駅間は可能な限り、歩行者専用化 

 又は「トラフィックゾーンシステム」速度 30or20km/h 化 

 これを支えるフリンジパーク（地下駐車場を含む）整備 

図 26 市川地区整備目標図 
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京成八幡駅周辺まちづくりプラン 

基本案（高架・モール案） 

八幡地区 
plan のまとめ 
 

○都市計画道路内の補助幹線道路 

 EX 主要生活道路（4.5～6.0m） 

   生活道路（4.0m 標準） 

   のネットワークを形成 

 

○基本的には地区交通を処理する 

 ・ヘビタマで整備 

 ・まちかど広場、公園 

 

○公園、公共施設をネットワークする 

 自・歩車道を網状に整備―真間川リバーサイドに誘導 

 

○京成沿道、側道は市川方で防災道路 

         船橋方で自・歩車道 

 

○西道路は車動線とし、 

東道路はバス・タクシーのパブリック交通とし、 

モール化する 

○再開発は高度利用 

○モール沿いはメリハリをきかせた個性的店舗ゾーン、 

おしゃれ・ショッピングゾーンとする 

 

図 27 八幡地区整備目標図 
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